
「ＷＯＲＫ ＦＯＲ 東北」について
（復興人材プラットフォーム構築事業）

【主な掲載内容】

情報を共有・発信するウェブサイト

１．復興人材派遣の取組紹介

２．派遣元・派遣先のニーズ情報

３．活躍している派遣事例の紹介

入力・閲覧・問合せ

マッチングし、人材を派遣

被災地が必要とする人材を、企業等から現地に派遣することを目的とした
取組。（マッチングの実施、関係情報の共有・発信）

事業主体：復興庁
実施主体：公益財団法⼈ ⽇本財団

被災地外
（派遣元）

主に民間企業

被災地
（派遣先）

入力・閲覧・問合せ

NPO等による
ニーズのマッチング

この他、情報を共有して連携を図る場（協議会※）を設置。
※主な構成員：経済団体、被災自治体、日本財団、NPO等、関係省庁（復興庁、総務省）

URL ： http://www.work-for-tohoku.org/
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「ＷＯＲＫ ＦＯＲ 東北」取組状況

≪派遣元の掘り起し状況≫

●企業向け説明会を3回（9/17、10/21、11/26）、
その他企業研究会等で事業について紹介

●個人向け説明会を2回実施（10/26、11/26）、
個別相談会を1回実施（12/16）

●自治体の職員や民間人材に、プレゼンテーション

やパネルトークに登壇いただき、被災地の業務

について直接説明いただく機会を設定

派遣元 説明会・相談会
開催実績

のべ参加者数

企業 3回 54社（67名）

個人 3回 75名

≪派遣先の調整状況≫

● 8月下旬以降、自治体39団体、民間団体（まちづ

くり会社／NPO法人等）22団体、全61団体に訪問

●受入団体と連携し、必要な人材や業務内容に

ついて、より詳細に提示できるよう調整

●従前から派遣されている人材にインタビューを行

い、活躍状況・強み等を把握・発信

（平成25年12月末時点）

派遣先 訪問団体 求人案件数
（採用希望人数）

全体 61団体 43件（52名）

岩手県 12団体 15件（16名）

宮城県 25団体 11件（11名）

福島県 24団体 17件（25名）

従前から派遣されている
人材の業務の様子

※個人向けとは、被災地で働くことを希望する一般の方（求職者）を想定

個人向け説明会の様子
（各回20～30名程度） 2



勤務地 募集人材 募集人数

県 市町村

岩手県 釜石市 釜石市まちづくり会社 事業アドバイザー １名

釜石市役所 観光交流課 企画スタッフ １名

大槌町 大槌町役場 総務課職員班 雇用保険実務従事者 １名

陸前高田市 陸前高田市役所 職員（観光交流事業企画立案） １名

陸前高田市役所 職員（用地取得関連） １名

山田町 山田町役場 起業・企業経営のアドバイザー １名

山田町役場 ICTを活用した防災体制の整備担当 １名

宮城県 気仙沼市 東北未来創造イニシアティブ 事務局スタッフ １名

石巻市 石巻かほく商工会 地域活性化協力員 １名

街づくりまんぼう株式会社 タウンマネージャー １～２名

女川町ほか 認定NPO法人カタリバ「コラボ・スクール」2014年度正社員 若干名

福島県 双葉町 双葉町役場 復興事業の企画支援 １名

双葉町役場 コミュニティ発展施策に関する支援 １名

須賀川市 須賀川市役所 専門職（土木・建築関係等） 若干名

須賀川市観光協会 観光推進員 １名

川内村 福島県 復興支援員（川内村商工会） ３名

相馬市 福島県 復興支援員（相馬市観光協会） ２名

新地町 福島県 復興支援員（NPO法人みらいと） ３名

福島市 福島県復興支援専門員（一般社団法人ふくしま連携復興センター） ３名

復興現場が求める人材一覧 （平成25年12月末時点募集情報）
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復興現場が求める人材（募集イメージ）

専用ウェブサイトを通じて、受け入れ希望の人材に関する情報を発信

募集概要の他、受入側からのメッセージや地域情報等を掲載。4


